日本史プリント　大正時代４
●大正時代の文学

①志賀直哉・有島武郎・武者小路実篤らは、（　　）派というグループを作り、人間が苦しみながらも力強く生きていく姿を描きました。

②（　　）は、「羅生門」「蜘蛛（くも）の糸」などの作品を描き、人間のわがままさを描きました。

③また、小林多喜二らは、つらい環境で働く労働者を主人公として作品を発表しました。これらの作品のことを、（　　）文学と呼びます。

●大正時代のまとめ

④大正時代の流れは、

1：最初に、きちんと憲法に基づいた（　　）政治を行うべきだという（　　）運動が起きた。

2：直後に、（　　）という大きなイベントがあり、（好景気・不景気）になった。

3：しかし、大戦が終わると、不景気になった上、（　　）が起こった。

4：大正時代の終わる直前、ついに（　　）法が成立したが、同時に（　　）法も作られた。

という感じである。







